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準備学習 毎回の授業の到達目標と学習内容を十分に理解しておくこと。

科目名
地域栄養
計画論実習 教員名 根本偉代 時間割表参照

（科目番号） （時間割参照） 非常勤講師

授業概要

地域のニーズを把握するため、調査方法、データ収集、解析方法など調査データを用いた実習を行い、地域社会に
おける健康・栄養問題に取り組むことのできる実践的能力を養う。課題解決のための手法について実践し、地域栄
養計画の考え方と目的、栄養状態の判定と評価、栄養調査の種類と具体的な方法、公衆栄養計画と評価などについ
て学習する。

目的・目標

目的：地域・職域における公衆栄養活動を理論的に実践するために必要な公衆栄養マネジメントおよび栄養評価のための食
事・栄養調査法やデータ演習の技能や理論を習得する。
目標：公衆栄養活動は、マネジメントサイクルである地域の問題の把握、事業計画の立案、実施、結果評価に沿って実施され
ていることを理解する。また栄養評価のためのデータ収集の能力を身につける。

授
業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

オリエンテーション
到達目標：地域栄養計画の目的と意義について理解する。
学習内容：公衆栄養アセスメントのための情報源について学習する。

食物摂取状況等の
データ算出と解析　１

到達目標：食物摂取状況等のデータ算出と解析について理解する。
学習内容：基本統計量、度数分布、パーセンタイル値などについて学習する。

食物摂取状況等の
データ算出と解析　２

到達目標：食物摂取状況等のデータ算出と解析について理解する。
学習内容：有意差検定、分散分析などについて学習する。

食物摂取状況等の
データ算出と解析　３

到達目標：食物摂取状況等のデータ算出と解析について理解する。
学習内容：相関係数の算出、エネルギー調整（残差法）について学習する。

栄養調査
到達目標：食物摂取状況等のデータ算出と解析について理解する。
学習内容：食物摂取頻度調査データの集計などについて学習する。

ＰＣＭによるテーマ作成
到達目標：PCMの概要について理解する。
学習内容：PCMについて学習する。

ＰＣＭ詳細分析
到達目標：PCM手法の詳細分析について理解する。
学習内容：PCM手法の詳細分析について学習する。

ＰＣＭ問題分析
到達目標：PCM手法の問題分析について理解する。
学習内容：PCM手法の問題分析について学習する。

ＰＣＭ関係者分析
到達目標：PCM手法の関係者分析について理解する。
学習内容：PCM手法の関係者分析について学習する。

ＰＣＭ目的分析
到達目標：PCM手法の目的分析について理解する。
学習内容：PCM手法の目的分析について学習する。

ＰＣＭ代替案分析と
プロジェクトの選択

到達目標：PCM手法の代替案分析およびプロジェクトの選択について理解する。
学習内容：PCM手法の代替案分析およびプロジェクトの選択について学習する。

ＰＣＭによるＰＤＭ作成
到達目標：PCM手法のPDM作成について理解する。
学習内容：PCM手法のPDM作成について学習する。

公衆栄養プログラム
計画作成（１）

到達目標：公衆栄養プログラムの展開について理解する。
学習内容：公衆栄養プログラムについて学習する。

公衆栄養プログラム
計画作成（２）

到達目標：公衆栄養プログラム計画の実際のための媒体づくりを理解する。
学習内容：公衆栄養プログラム計画の実際について学習する。

健康教育発表会
到達目標：公衆栄養プログラムを理解する。
学習内容：各グループの発表を聞き、公衆栄養プログラムについて学習する。

成績評価の
方法・基準

対面時：課題提出50％、公衆栄養プログラム発表50％
オンライン時：課題提出（50％）公衆栄養プログラム発表資料提出（50％）

教員からの
メッセージ

授業ではパソコンを操作して課題作成に取り組み作成した課題を提出してもらいます。データを保存するためのUSBメモリを持
参してください。進行状況により教室や講義内容を変更することがあります。変更は授業内または掲示でお知らせしますので
よく確認してください。オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスで変更のシラバスを周知いたしま
す。

教科書 適宜配布します

参考図書 公衆栄養学実習 井上浩一・川野因・本田榮子編著 建帛社


